
さ ら な る 緊 急 雇 用 対 策 の 実 施 を 求 め る 意 見 書  

 

我 が 国 の 経 済 は 最 悪 期 を 脱 し た と 言 わ れ る も の の 、 経 済 成 長 の 基 盤 は い ま だ 脆

弱 で あ り 、 特 に 雇 用 情 勢 は 非 常 に 厳 し い 状 況 が 続 い て い る 。 完 全 失 業 率 は 本 年 ７

月 に 過 去 最 高 の 5.7％ に ま で 達 し 、 １ ０ 月 に は 5.1％ に 低 下 し た も の の 、 有 効 求 人

倍 率 は 0.44倍 と 過 去 最 悪 の 水 準 を 示 し て お り 、 年 末 、 年 度 末 に 向 け て さ ら に 悪 化

す る 懸 念 が あ る 。   

こ の よ う な 中 、 政 府 は 国 民 が 抱 え る 雇 用 へ の 不 安 に 対 し 政 府 を 挙 げ て 雇 用 確 保

に 取 り 組 む た め 、 １ ０ 月 ２ ３ 日 に 緊 急 雇 用 対 策 を 取 り ま と め た 。  

し か し 、 こ の 緊 急 雇 用 対 策 は 既 存 事 業 の 運 用 改 善 や 前 倒 し 執 行 で 対 応 す る と さ

れ て お り 、 年 末 、 年 度 末 の さ ら な る 雇 用 の 悪 化 を 防 ぐ た め に は 、 新 た な 財 政 措 置

を 考 慮 し た も う 一 段 の 緊 急 雇 用 対 策 を 講 ず る 必 要 が あ る 。  

 よ っ て 、 政 府 に お か れ て は 2009年 度 第 ２ 次 補 正 予 算 等 に お い て 次 の 事 項 を 早 急

に 実 施 さ れ る よ う 強 く 要 望 す る 。  

１  セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト 強 化 の 観 点 か ら 、 雇 用 保 険 の 非 正 規 労 働 者 へ の さ ら な る

適 用 範 囲 の 拡 大 を 図 る こ と 。  

２  訓 練 ・ 生 活 支 援 給 付 に つ い て は 、 雇 用 保 険 や 失 業 給 付 の 対 象 と な ら な い 求 職

者 へ の 第 ２ の セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト と し て 恒 久 化 を 図 る こ と 。  

３  緊 急 雇 用 対 策 で 示 さ れ た ハ ロ ー ワ ー ク の ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス に よ る 多 機 能

化 が 本 来 の 職 業 紹 介 業 務 に 支 障 を 来 さ な い よ う 、 窓 口 体 制 の 強 化 を 図 る こ と 。 

４  第 ２ の 就 職 氷 河 期 を 招 か な い た め に 、 企 業 や 学 生 へ の 情 報 提 供 体 制 の 充 実 な

ど 、 新 卒 者 へ の 就 職 支 援 体 制 の 強 化 を 図 る こ と 。  

こ こ に 横 浜 市 議 会 は 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  
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